
170 天禮物理學の良書績々出づ（山本）

天膿物理學の良書黙々出づ

山　本　一　清

　天膣物理學（Astrophysics）は天文學の中の，最も近頃になって拓かれた

部門であるが，第十九世紀の牟ば頃，分光二上に於けるキルヒホフの原理

が三見される機に於いて眼ざましい躍進を燧け，世紀末には堂々たる一新

興科學の陣容を備へ，「天艦物理學」なる言は三時のハイカラ天文家たちの

スローガンミなる盛況を呈した．此の勢ひが今二十世紀に入って少しも嚢

へす，進歩に次ぐに進歩を三ってし，・殊に最近は純正物理學ミの提携が丁

々密接εなって來てるる．

　しかるに此の盛んな天艦物理學のために，良い書物が殆んミ現れす，永

い間．二三や研究者たちは皆Astrophysical　Journal，其の他の弓術雑誌や研

究報告を直接に讃んで，此の三階を補ふより外に道が無かった．自分なさ

も，以前から，二三たちへ紹介すべき天腿物理學の書物が『残念ながら，

全く在りません』ミ言はざるを得なかった．尤もCr　Youngや，　A．　Clerke

や，P．　Lowellや，　G．　Mullerや，　J．　Scheiner等の人々が，太陽恒星，遊

星，分光學，光度學，二二三等の各部門を別々に書物NSして書いたこεは

世紀末堪來漸く盛んになっては來たが，此等の書物は皆研究者のための

Hand－Book霊してそれぞれの部に役立つ性質のものであって，決して「教

科書」乃至「標準書」Eして丁丁物理學全部を取り扱ふものでは無かつk．

　丁丁物理學に比べるミ，天文學の他の部門は，L天罷力學コにしても，　L球

面天文學1にしても，L實回天文學1にしても皆可なり立派な標準書が認め

られ，二三する者は先づ一通り此うしナこ方面の基本知識を得るのに些の不

便を感じなかつナニ．

　しかるに，いよいよ其の時勢が向いて來たものか，近年，天罷物理學の

書物がボツボツ出るやうになり，殊に過去一塩年以來，『天膿物理學の好い

書物はありません』なさε言ふ必要が殆んさ無くなったのは，學界の九め

喜びに堪へない．
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　自分は判ここに近年の天罷物理學の標準書を簡輩に紹介・しナこいε思ふ．

但し，天罰物理學全般ではなく，むしろ其の一部分つつのもの，例へば攣

光星ざか，二重星ミか，星團Sか，太陽ミか，彗星εかを主題εする書物が

やはり出版されてるるのは言ふまでも無いこεであるが，今は先づ全般に

わkるものを紹介し，次の機會に叉改めて個々の主題のものを紹介しナこい

心積りである．

　　　　　　　＊　　　　蚤　　　　＊　　　　＊　　　　山　　　　＊　　　　帯

　序でを場って，自分は今ここに「天艦物理學」こいふ文宇を書物の名にし

てみるものを一面皆墓けて見やう．出版の年次に從へば下の順である．

　（1）Miss　A，　Clerke著　　Problems　in　AstroPhysics．　　　1903年

（2）　J，Scheiner著 Populare　Astrophysik

（3）　W、F，　Wislicenus著　　Astrophysik

（4）

　5）

（6）

（7）

（8）

（9）

J，B，　Messerschmit著Physik　der　Gestirne

J．Scheiner，　K，　Graff共著　　Astrophysik

（10）　（

H，Dingle著

F，J，　M，　Stratton著

A，　Nodon　署

K，Graff著

1櫨軸簾

Modern　Astrophysics

Astromicat　Physics

｛〔第1版〕

〔第2版〕

｛〔第1版〕

〔第4版〕

1908年

1912年

Eleme耐s　d，　Astrophysique

Grundriss　der　Astrophysik（第倦）1927年

1920年

1912年

1922年

1924年

1925年

1926年

Handbnch　der　Astrophysik　1928年一1929年

　上記のうち，Wislicenusの著書は，　ドイツのG6schen出版肚から鵠し

てみる所謂Sammlung　Gbschen叢書中の第91班なのであって，全紙16切

り．型の小さい形の，全部150頁に天罰物理學を全部取扱ってみるものであ

るから，簡軍ではあるか，内容も可なり整ってみる．入門書ミして良い書

であるには違ひない，原著者の死後，第3，4版はH．：LudendOrff氏が挙れを

改訂してみる．しかし何ぶんにも餓り下輩な書物なのミ，今は既に多少古

いので，初酉者が天艦物理學なるものの骨組みを知るこε以外には早り役

に立たない．況んや學者の座右に置くたちのものではない，一まア言は
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喜びに堪へない．

ば大下図科程度」）學生が電車の中ででも讃むやうな書物である．（予約1．00）

　Messerschmittの著書も，前記のものS同じ小型のもので，之れはドイツ

國Reclam肚護行の有名な廉償叢書Universal－Bibliothekの中の第5451，

第5452，第5453の三階にわたるものである．帥ち此の叢書中，S．　GUnther

博士の監修する自然門門群書の第13巻である．内容は196頁を含み，書き方

は全く通俗向きの書き方であるが，美しい爲門門も多く，叉，日月星辰の

物理的記述のみならす，分光学の原理に30頁ほ＄も費したりしてみる．し

かし，やはり之れも，分量ε内容ミに於いて，前記のWislicenusものミ同

じく，初三者のための手ほさきに適當であって，一讃して了へば棄てても

好い書物である．例へば，高等學校の生徒たちが，休暇に山野の散歩の俘

侶Sして持ちまはる程度のものである．しかし此の書物を充分に讃みこな

して置けば，よそへ出かけて，一般人士へ通俗講演なさする話材は豊冨に

ある（慣約0．50）

　N。d。nの書物はごく近頃出版されナこもので，著者はフランスの天鵠物理

學者JanssenやDeslandres氏の弟子であるが，ほほ％o頁の中に太陽から

恒星界に至るまでのあらゆる天禮を取り扱ってみるばかりでなく，巻頭の

40頁ほさは純然たる現代の原子物理學を述べ，筒ほ，其の他の部分でも，

輻射論や，原子論ミ其の天文學的鷹野を説いてみる．又，第二部εして第

191頁以下には此等の新物理學や新天文三二の有用の藪値の公式や下敷を

纂けてるる．著書の態度が，全く新物理學者の態度である所が珍らしい．

四って此の書物は純檸な天文家より・も，物理下野（殊に理論物理學者）に歓

迎されるだらう．書物は大して大きなものでない．從って内容の豊富なこ

ミは望まれない．しかし上述の見地から極めて巧みに要領を掴んでみる面

白い書物である．門生用Sして，叉，フランスの術語を知る書物εして恰

好のものだらう．（便不明）

　Miss　CIerkeのProblems　in　Astrophysicsは教科書でもなく，叉，標準

書でもない，堂々たる論文集である．此の意味に於て此所に他の書S並べ

るのは適當でないかも知れない．しかし，εにかく此の書物は今世紀初頭
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に英学に出現しナニ稀代の才媛が，其の麗筆を以って，新學の内容を縦横に

論評し，書齋に居りながら開く全世界の望遠鏡後の観測者たちを號令した

書物Sして驚くべき書物である．八つ切り形567頁の堂々たる大著であ

って，緒言に「Astrophysicsの興起ε覗界」10頁を論じ，其の他の全部を二

つに分けて，第一部を「太陽物理學の諸問題あ次ぎを「恒星物理學の諸問

題」に費してみる．，從って，天刑物理學の望地方面ε，遊星や彗星等の記述

を除いた他の総てにわナこって，工902年までの天骨物理學を論じナこもの，殊

に著者の最も得意εする所は天膿分光學である．引謹の精細，推論の奇に

して堂々たるこε，文章の美しいこミな曹，古今の書籍にも稀に見る所で

ある．尤も今日の學者が之れを讃む場合には，出版後筋に四牛世記を縄た

るものであるから，あらゆる黒占に於いて材料の古いこεを遺憾εするは止

むを得ないけれ蓄，叙述が非常に暗示に富む馳に於いて，今日も尚ほ興れ

は學者の座：右から手離すこεは出來ない．叉，今世紀初めまでの天艦物理

學の史的螢達を見るためにも重くべからざる書である．要するに此の書は，

　　　　　　　クラシヅク
天艦物理學上の古典書εして貴重なるものである．自分は手下の書を，美

麗な英文の模範εして，詩の如く時々朗讃するこεを干しむ，（債約10．00）

　Dingle教授のModern　Astrophysicsは色々の意味に於いて前記Miss

Clerkeの著書を連想させる書物である．著者は巻頭の序文の中に，「本書

は主εして一般杜會の人々のナこめに書いたものである」ミ述べ，殊に解れ

は「観測研究者のemotion（情緒）を二者に傳｝＼んため，郎ち熱冷，驚異，確

信ミ不信，熟心ミ不安，研究成功の喜悦ミ，失敗の屈辱，智識の満悦ε無智

の不快，未來の希望，困難の恐怖なき，・要するに現今の天艘物理學者が學

園の庭女境を開拓し行く其の胸底をさわがせる神聖なる不安」を爲さんミ

の試みであるε附加してみる．從って，っεめて學術語ε激學式ミを省き

つつ，しかも難解なる鮎を態々略したり，衝動的なものを好んで取り入れ

たりするここなく注意してある．文章は大攣巧みで，魅力がある．出下れ

ば物読の如く興味を坦って軒下を引きつけやうεしてみる．ドイツの書物

によくあるやうな，章や節や句を整然εならべて，三者の眼前に嚴かな學

獺殿堂の購造を見せしめるやうなこミは避けてみる．之れは前述の著作目
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的のためには一磨好い事に違ひない．しかし「二けた態度」が鯨りに過ぎて

最後の第四章の小分けに。‘　As　it　is　”だの“．As　is　Was”だの“As　it

will　be”だのε，思ひ切つte標題を附けナこりしたため，却って一種の不便

を護者に與～るだらうミいふ心配さへある．又，筆が非常に達者である結

果，「“Variable　star”（攣星）Sは“Fixed　star”（恒星）に封比する言葉

でない」な3ミ面白い説明ぶりを試みてみるのは珍らしいが，他の場所に

於て學論を紹介しナこり，二階を説明しナこりしてみる中に，時々，濁断に階

ってみる嫌ひが無いでもない．全巻を，序文Σ緒言の外に，4章に分け，第

一章：を分・光影（Spectroscopy）εして4節に，第二章を恒星の特徴種々（Char－

acteristics　of　Stars）εして9節に，第三章を天饅の種々相（Varieties　of　Cos－

m｛cBodies）εして4節に，第四章を宇宙（The　Universe）Sして3節にノ」～分

けしてみる．一ミにかく400頁にも割る書物に，比較的に字をつめて組ん

であり，可なり問題：も豊かに盛られてあるから，好い書物には違ひないが，

、孝、少し突っ込んで批評すれば，專：門の天文三者のためには，附説の原著引、

照が少ない不便こ，目次が簡軍過ぎるのE，文がくさ過ぎる鋏黒占はある．

巻末の索引は念を入れてみる．又，アマチュア三者のためには，多少の猫

断ε氣取り過ぎてみる黒占を除けば，實に味のある面白い書物である．大學

生なさが休暇を費すのには適當なものだらう．（慣15．00）

　Strattonの書物は種々の特徴を持ってるる好い書物である．著者の目的

はstudentのために役に立つ書物を供へるEあって，全艦を14章に分ち，

天三口理學の歴史的記述から始まって，諸器械，實験室的研究，太陽，太陽

系，天膿幅下，視線可動，恒星分類洗，亘星綾星，星雲，新星，攣光星ゴ特殊

スペク5ルの恒星，天艦進化論の順に内容をひろけてるる．著者自身が分

光三者ミしての経験家であるから，全谷を通じて分光観測術上の参考ミす

べき多くの貴重なる材料を供給してみる．其の，覧り，光度學の方面には極

めて門門な記述があるばかりであって，教科書ミは言ひながら標準的な愛

光星の光度曲線さへ與へてるない．せいぜい200頁で，しかも活字が可な

り大きいため，内容の取捨に苦心があっ九こεは察せられる．此の書に於

いて好い鮎は原著の引照を多く，又，正確に與へてるるこεである．之れ
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によって，研究者が干する所は少なくなかろう．Fpi　一一つ此の書の特徴は巻

末に40頁を費して，スペクトノし線の波長に關する多くの表や公式を附けて

みるこごである．分光研究をする者は此等の公式や標準波長表を片時も座

右から離すこざが出來ないものであるから，此の瓢のみについても，此の

書は研究室に常備して置くべき価値がある．凸版書や学生も可なり多く含

まれてあるが，しかし，英國流の器械の爲眞が多い．又，予予の説明が簡軍

過ぎて猫學者に氣の毒な部分もある．’（儂7．00）

　ScheinerからGraffまでは一L・綾きの脈絡のある書物でちる．始め1908年

にScheinerが第1版を出しtこPopulare　Astrophysikは此の方面の，事實

上の最初の教科書であって，今世紀初頭の天文家は皆一通り之れを讃んで

天平物理學の概念を得たものである．名は「通俗天艦物理學」であるが，内

容には，普通の意味の通俗なものばかりでなく，可なり立ち入った事まで

も書いてあった，全膿を2部に分け，其の第一部を天下物理學的方法ε題し

て主に分光ag　）一，光度ge　S，爲眞學εの三方面を均等に取り扱ひ，第二部

は天艘物理研究の結果ミ題して，太陽から恒星界まで，あらゆる天腸を李

等に取り扱ってみる．標準書εして誠に立派なものあった，（特約10．00）

　此の書の第二版は1912年に鵬版され，必要な部分は改められて，再び雪

穴の歓迎を受けたが，1919年に著者が死去しナこので，暫く此の書物は其の

まNであっナこ・ミころが敏洲戦役も終った後，Graff氏か此のSch　einerの

書物の改訂を試み，第三版ミして1922年に出版するに二つナこが，此の機會

に，Graff氏は此の書物の中に新しい材料を加ヘナこばかりでなく，元のまN

で好い筈の文章や影干凸版等にも思ひ切つナこ愛更を試み，或る部分なさは

全く第二版の面影を止めない程になつナこ．同時に，書物の表題からもpo－

pulareミいふ宇を省いて，堂々ミAstrophysik　Eやり，叉，之れをScheiner

εGraff爾氏の共著ミいふやうな罷裁に改めナこ．一此等の改正によって

元々模威のあった此の書物が盆々學界に重んぜられるやうになつナこのは言

ふまでもない．（慣約15．00）

　最近に至って，Graff氏は寸々此の書を改める必要を感じた．縛れは，天

膿物理學の如き進歩の速い応問のkめに，少しでも時代後れの書物を世に



176 天禮物理學の良書績々出づ（山本）

出して置くこNSは責任者の本心でないミ言ふドイツ魂にもよるのであるミ

共に，一面に於いて此の書か如何に熱心に世の中から歓迎されてるるかを

語るものである．Graffは此の「第四版」を書き改めるに當り，前の時よりも

一暦大膿に原著の改造を志し，書物の表題も‘‘Grundr王ss　der　Astrophysik

ε改めてしまって，全くScheiner時代0）看板を懸け攣へるE同時に，著者

してもScheinerの名をけつつて，　Graff氏自身の名のみεした．著書全髄

の構造はやはりScheinerの第一版時代ε憂らない順序であるが，内容の

配列其の他を攣へたのは言ふまでもない．Graff氏の’今回の改版計蟄はよ

ほさ還大なものらしく，現に，全部改版の時を待kないで，其の一部つつ

を，出來上るに從って出版する方針であるらしい．今，自分の手許には其

の第一一部262頁が假綴の形で到着してみるのみであるが，近い内に第二部

ご第三部ミが出動上るこミεなるだらう．現に今ここにある第一部ε，豫

告中の第二部S第三部Sの内容を概観するミ

　第駒部　天鰹物理學研究の科學的原理

　　第一・・物理學的概念

　　　　　1・輻射線の概念定物質の構造　　　　　　　　　　　　　2－28頁

　　　　　2・　ジ自陣の基礎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28－　63頁

　　第二・感量爲眞學

　　　　　3・爲眞技術t其の歴史　　　　　　　　　　　　　　63－S9頁

　　　　　4・爲眞曽根，撮影機械及び測定擾械　　　　　　　　　90－127頁

　　第三・スペクトル分析學

　　　　　5・スペクF　）v分析の理論　　　　　　　　　　　　　　127－167頁

　　　　　6・天禮分光機の構邉　　　　　　　　　　　　　　　167－201：頁

　　第四・光度測定學

　　　　　7・光度測定の理論　　　　　　　　　　　　　　　201－220頁

　　　　　8・光度測定機械　　　　　　　　　　　　　　　　　　221－247：頁：

　　　　　9・　輻射線9）～則定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　248－262頁

第二部　太陽系の諸矢髄（未刊）

　　第五・太　陽

　　　　10・太陽表面の諸現象
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　　　　11・地球及び諸遊星に封ずる太陽の影響

　　　　12・太陽論

　　　第六・遊星，彗星及び流星

　　　　13．諸遊星t其の衛星

　　　　14・地球の月

　　　　15．彗星，流星及び黄道光

第三駄獣星，星雲及び星團（未刊）

　　第七・恒星
　　　　16・恒星の光度的及び分光的分類

　　　　17・恒星のスペクトル，蓮動及び距離等の相互關係

　　　　18・恒星の物理性質

　　　　19．新星亡墾i光星

　　細入・星雲亡星團

　　　　20．銀河内及び銀河外の星雲

　　　　21・球懸及び散開星團

　　　附録・表稗弓丈・縫目次・総索引・

此の未刊の部分がいよいよ出版される場合には目次や内容配列に多少の豫

定憂更は加へられるかも知れないが，ミにかく，之れは大著述である．Gra£f

氏の手腕ミ経験ミに信頼して，學俗心に大に待つべきであらう．

　今，手許にある第一部のみについて見るに，内容が新しくなつナこt一共に

其の分量が元の版に比べて殆んさ二倍になってみるし，爲眞版なさ殆んさ

総て新しくなり，中には，他の如何なる書物にも見出せないやうな珍らし

い爲眞もある．しかし全盟から見るε，やはり，書き方はごく落ち付きの

ある叙述的態度であって，專：門家の参考書であるε共に，アマチュア天文

家にも讃ませるやうな態度を，常に忘れてみない．好い圖表も澤山あるし，

かし，原著の引照が案外多くない．（償6．00）

　Eberha’rd，　KohlschUtter，　Ludendorff三氏が協力編纂中のHand－

buch　der　Astrophysikは現代の曝者31人の執筆によって目下作製されつs

あるものであって，出れは天膿物理學の百科全書εして，叉，最大横威書

εして奪敬されるものだらう．豫定は

　　第1巻　　L天磯物理學の原理1　（第1部）　　　　1929年申1：it行の筈

　　第2巻　　L天髄物理學の原理1（第2部）　　　1928年末［：獲行の筈

　　第3巻　　L天髄物理學の原理1（第3部）　　　1929年中に獲行の筈

　　第4巻　　L太　　陽　　系「　　　　　　　　1928年夏に慶行の筈
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　第5巻　　L恒　　星　　界1（第1部）　　　1929年申に獲行の筈

　第6巻　　L恒　　星　　界1　（第2部）　　　1929年二月井野豫定

最近の潰息によれば此の第6巻が既に豫定通り市場に出たらしい．自分の

手許へ購入勧誘駄が去る三月初に來ナこが其れによるミ，此の第6巻は

　　　K．G．　Malmquist著　　　桓星の親線蓮度（英丈）

　　　H．Ludend。rff著　愛光星（韻文）
　　　F。J，　M．　Stratton著　　　新　　　　　星　（英文）

　　　F．C．　Henroteau　著　　　　＝＝重星と多重星　（英丈）

の四つを含むもので，約500ページ，tw　66．00マルクεいふこεである．い

つれ此れは近い中に現品を入手して詳細に紹介するこεεしやう，

1930年度の英國航海暦を見る

　三月初，Nautical　Almallac　and　Astronomica工Ephemerisの1930年度の

ものが英國海軍省から寄贈されて來た．手に取って見るに，大郷に於いて

前年度のもの（L天界コ第80號第481號）ε同様な聖裁ご内容組織εを備

へてるる■一月食：は四月13日ε十月8日ミにあって，何れも部分食で，十

月の方だけは日本からも見．える筈．又，日食：は四月29日ε十月22日ミにあ

る．四月の方は中心線が太知多から北米大陸を横断して北太西洋へ通り抜

けるもので其の大部分は金環食であるが，只，米國西部のサンフランシス

コ附近だけでは2秒時足らすの問皆既食になるざいふ珍らしいものである．

十月の方のは南太卒洋で見える皆既食：で，中心線はニウギニアの北方に始

まり，南東へ移り，フィジィ諸島εサモア島Eの間を抜け，南米の南端で終

る，一此の二つの食は何れも日本内地では見えない，19301年中は金星が

日女面の西天に好く見える年である．前年ε同じく此の航海暦の中にも立

派な天文毫の一覧表があって，殊に前年度に比べて追加や改訂が多い．

今春の定期総記

　三月號に豫告・して置きました様に，今春の定期穗會を東京で開いてはさ

うかE云ふ襟な意見がありましたが，其の後役員の問に病人枳績き全く準

備が出來かねましたので，一先づ延期の止むなきに到りましk．こんな次

第ですから，會員諸氏からの御下會に封ずる御返事が干れたり，新入會員

の方々に天界の二途もれがあっkかも知れません．目下係一同整理に忙殺

されて居りますから，近日中には一切片付く事ミ信じますが，若し御不満

の鮎があれば御遠慮なく御申越下さい．


